
■台地上の本地域は慢性的な水不
足であった。1669年、沼田主計を
中心として、農民自らが発意・計
画し、約13kmの用水路をわずか
半年間で建設。
■水源開発のため、集水域の異な
る２つの沢を繋ぐ導水路として造
られた「掘割」は、「金掘」（鉱
山技術者）の卓越した技術によっ
て、開削された。
■沢地形や花崗岩の自然地形を生
かし、耐久性に優れ、効率的な維
持管理を実現するとともに、農民
自らが資材を調達し、建設費用を
大幅に縮減。

問い合わせ先 十石堀維持管理協議会
事務局（北茨城市農林水産課内） TEL. 0293-43-1111（内線387）
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